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【背景】 

共鳴トンネルダイオード（RTD）発振器は, 連続波テラヘルツ（THz）光を発生可能な半導体デバ

イスである. RTD発振器においては, 出力光が自身に戻る「戻り光」により発振周波数が変化す

る[1]. さらに特定の戻り光条件において, 戻り光の時間遅延に対応する周波数間隔でのマルチ

モード発振が生じることが示唆されている[2]. しかし, マルチモード発振が生じる条件やメカ

ニズムはこれまで明らかにされていない. 

【方法】 

 図 1 に示す光学系を用いて, 制御された戻り光条件下における RTD 発振器の出力光スペクトル

を測定した. この光学系では, RTD の出力光を, ワイヤグリッド偏光子(WG)を用いて測定用と戻

り光のパスに分ける. 戻り光のパスには減衰器(Atten.)と位置が可変のミラーを配置し, 戻り光

の強度と時間遅延を制御する. 測定用のパスは

アイソレータ(図中"←"印)を通り, ヘテロダイ

ン光学系に入射する. 局部発振光（LO 光）として, 

単一走行キャリアフォトダイオード（UTC-PD）に

より発生した線幅200 kHzのTHz光を用いる. RTD

発振器の出力光とLO光を, WGを用いて合波する. 

検出器にはフェルミレベル制御バリアダイオー

ド（FMBD）[3] を用い, 信号のパワースペクトル

をスペクトルアナライザーで計測する. 

【結果】 

 ミラーを配置しない場合, RTD 発振器は中心周波数 327.6 

GHz, 線幅 50 MHz の単一周波数で発振した. 一方で, RTD か

ら 80 cm の位置にミラーを配置し, ある強度で戻り光を戻し

たとき, 出力光のスペクトルは図 2のようなコム状のスペク

トルになった.コム間隔は 180 MHz であり, 長さ 80 cm の光

共振器の縦モード間隔とほぼ一致する. このため, RTD 発振

器とミラーの間で光共振器が形成され, 縦モード間での非線

形な相互作用により高次サイドバンド発生が起きていると考

えられる. 講演では, 時間波形の特徴、高次サイドバンド発

生が起こる条件およびそのメカニズムを議論する. 
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図 2 RTDとミラー間の距離が80 cm

の時の出力スペクトル 

図 1 戻り光影響下でのスペクトル測定のた

めの光学系 
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